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論    文    の    要    旨  
 福田氏の研究テーマはウェーブレット解析であり、次のように理論面と応用面に分類することができる。 
        (A)  新たなウェーブレット関数の構成と、その特徴的な性質を探る。 
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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 ウェーブレット解析の研究者は、理論と応用の両方に詳しいことが理想的であるといえる。福田
氏はウェーブレットの理論を深く追求し、国内外の研究会などでも頻繁に講演を行ってきている。その際、
理論だけでなく、数値シミュレーションに裏打ちされた実験データも紹介し、工学の研究者からの応用面
の関心も高い。学位論文は非常によくまとまっており、その多くの結果は論文雑誌等で公表されているの
で、学術的な価値も十分高いと認められている。福田氏の研究成果は独創性とアイデアに富んでおり、
今後のウェーブレット解析ならび数値解析の分野の発展に与えるインパクトは大きいと期待できる。 
 
 以上のことから、福田氏は既に第一線で活躍する研究者であり、福田氏の研究は真に学位に値すると
結論される。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
